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まちの将来像（ビジョン）作成の全体像について                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちの将来像（ビジョン）とは 

●地区の住民、地区内で活動する団体等が集まり、地区でやりたいこと、

やり続けたいことなどを整理しながら、実現したい将来のまちの姿と

してとりまとめたもの 

※まちの魅力向上を前提とした将来像とする。 

※街づくりプロジェクトを後押しするツールとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成するビジョン（テンプレート）のイメージ 

・市民がビジョン作成に取り組みやすくするために、ビジョンのテンプレートを用意し、短期間かつ少ない負担感で作成できるようにするが、 

 下記のテンプレート項目を基本としつつ、地区ごとに柔軟に作成できることとする。 

・ビジョンは、地区の住民、地区内で活動する団体等と市が協働で作成する。 

・ビジョンの一部を切り出したものは、『（仮称）都市づくりのマスタープラン（地区別パート編）』に位置付けられる。 

 

地区内の空き地を整備し

て、地区住民が管理しな

がら有効に使いたい。 

空き家を地区住民で管理

して、子どもや高齢者の居

場所をつくりたい。 

地区内の小道にベンチを

置いて、安全で安心な散

歩道にしたい。 

将来、こんな地域にな
るといいな・・・ 

（仮称）都市づくりのマスタープランに位置付けられる部分 

 

ビ ジ ョ ン の

一部（赤枠

部分）を切

り出す 

 

「ビジョン」のうち「名称」「目標」「対象区域」「方針」を切り

出したもの 

『（仮称）都市づくりのマスタープラン（地区別パート編）』へ

位置づけ 

 

将来、こんなことがで
きるといいな・・・ 

「まちの将来像（ビジョン）」 

方 針 

名 称 ビジョンの名称  

目標を実現するための街づくりの方針 

地区の住民や活動団体等と市で話し合いながら、地域の将来像

（ビジョン）としてとりまとめ 

例）〇ゆとりのある良好な住環境を守っていきます。 

〇緑豊かな環境を守っていきます。 など 

取組みたい具体的な内容 

地区でやりたい活動、やり続けたい活動を記載 

例） 

①空き家を住民で管理して子

どもや高齢者の居場所をつ

くっていきたい。 

②地域の憩いの場となる公園

の活用を住民でルールを作

って運用していきたい。 

■対象区域と 

取組みたいこと(イメージ) 

地域の居場所
をつくりたい 

安全安心な散
歩道にしたい 

公園を自分達
で活用したい 

ビジョンの検証・見直しの考え方 

ビジョンの内容を検証・見直しするタイミング等の考え

方について記載 

例）目標、方針は10年後、取り組みたい具体的な内容は５
年後 

市ホームページで公開 

目 標 

方 針 

対象区域 

目標とするまちの将来像 

名 称 ビジョンの名称  

目標を実現するための街づくりの方針 

ビジョンの区域  

目 標 

対象区域 

目標とするまちの将来像 

ビジョンの区域  

ビジョンの区域設定の考え方 ☛参考資料 1-2 

 ビジョンは（仮称）都市づくりのマスタープラン（地区別パート編）に

位置付けられることを踏まえ、ビジョン同士の区域が重ならないことを

原則として町内会・自治会の区域を基本としながら設定する。 

場合によっては、以下のようなことも想定される。 

・地区全体で理念的なビジョンを作成しつつ、そのビジョン内容を踏襲し

たものとして、その区域中の一部地区で詳細なビジョンを作成すること

も想定される。（地区の実情等を踏まえ地元と相談しながら柔軟に設

定することとする。） 

 

まちの将来像（ビジョン）作成のねらい 

地区の住民や活動団体同士のつながりづくりができる場を設定し、そ

こでお互いの活動内容を情報交換するとともに、今後地区でやりたいこ

と、目指したいことについても考えてもらいビジョンを作成する。 

そうしたプロセスを通じて団体同士や地区とのつながりづくりを促進

させ、地区の街づくり活動がさらに活性化していくことを目指す。 市ホームページで公開 

まちの将来像（ビジョン）の要件 

・内容が（仮称）都市づくりのマスタープラン全体ビジョン編の実現を図る

こと 

・地形・土地利用の特徴や、コミュニティの単位・活動団体の活動エリア等

を踏まえた区域設定 

・地区の魅力を向上させることを前提とした内容 

・ビジョン作成について適宜周知や説明会などを行い、地区内でおおむねの

合意形成がされている 

・市民が主体的に行うまちづくりという観点で作成されている 

 

【団体ヒアリングより】  

・区域は、地域により柔軟性を持たせてもよいのではないか。地域によ

りやりやすい単位があると思う。 

・常に同じ単位のエリアで話し合うのではなく、目的に応じて区域や検

討組織を変えていくのがよい。 

【団体ヒアリングより】 

・ビジョンは、地区全体の方針がありつつも、取組みたい具体的な

内容については、プロジェクト単位で作成する方がよさそう。 

【団体ヒアリングより】 

・ビジョンと都市マスの

改定サイクルの関係性は

どうなるのか。 
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まちの将来像（ビジョン）の作成プロセス   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

作成プロセス 具体的な内容 
街づくり審

査会との関

係 

 

【準備】 

地区の住民や活動

団体等のつながり

をつくる 
 

 

 

・地域活動や街づくりプロジェクトが盛んな地区を対象とし、気軽なつながり

づくりの場「（仮）街づくり交流会」をつくる。 

・地区のキーマンと相談し、地域の特性を踏まえて声がけする人や区域をあ

る程度決めた上で、地域の活動団体や街づくりプロジェクトの企画者、町

内会・自治会、地区の住民等に参加を呼び掛ける。 

＜（仮）街づくり交流会の構成イメージ＞ 

 

 

 

 

 

※地域にかかわる人であれば自由に参加可能な場とする。 

※市、活動団体、街づくり PJ 団体、自治会等の有志により検討のコアメンバーを構

成。コアメンバーと市が相談しながら会を運営していく。 

周知：（仮）街づくり交流会への参加呼びかけを行うため、ニュースを作成

し、地区内で配布・掲示 

 

 

 

報告①： 

地区への

呼びかけ

時 

・検討開始

の準備に

ついて報

告 

・アドバイ

ザー派遣

について

相談 

 

 

 

・ビジョンは地区の住民や地区内で活動する団体等と市が協働で作成する。 

・つながりづくりの場への参加を呼びかけ、ビジョンを作成し、それを（仮称） 

都市づくりのマスタープランに位置付けるまでの標準の作成プロセスを下記に示す。 

【手続き】 

ビジョンを都市づ

くりのマスタープ

ランに位置付け・

市 HP にて公表 

【都市計画審議会】 

・ビジョンについて報告 

 

・市は、ビジョンを（仮称）都市づくりのマスタープラン（地区別パー

ト編）に位置付け、公表する。 

 

周知：完成した「ビジョン」を市HPに掲載し、公表する。 

また、ニュース等を作成し、地区内で配布・掲示 

 

  
 
 

【完成】 

ビジョン 

の周知・完成 

 

 

 

 

周知：検討・作成した「ビジョン」について縦覧や説明会等を行い、

（仮）街づくり交流会に参加していない地域の人の意見を把握す

る。 

・地域の意見を反映し、ビジョンおよび（仮称）都市づくりのマスター

プラン（地区別パート編）に位置付ける部分（名称・目標・対象区

域・方針を切り出したもの）を完成。 

 

＜合意形成の考え方＞ 

※ビジョン作成プロセスを公開（交流会での検討内容をまとめた NEWS を

随時発行、回覧板での周知など）、ビジョン案の説明会を実施することに

より、合意形成を行う。 

※賛同数など、数値の基準は定めず、作成プロセスを評価する。 

 

【街づくり審査会】 

・ビジョンについて検討 

（検討内容） 

 ・ビジョンの内容 

・対象地区内で合意形成が図られているか（報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議： 

ビジョン

完成時 

・意見内

容、意見

反映方針

等報告 

 

（仮）街づくり交流

街づくり PJ 団体 

地域住民・ 

地元企業 

町内会・自治会 

既存の活動団体 

 
＜コアメンバー

○○に興味があり参加 

地区でこんなこ
とを企画したい 

地区で△△活動
をしている 

○○町内会から参加 

半
年
～
１
年
※
１ 

半
年
程
度
※
２ 

※1 街づくりプロジェクトを束ねてビジョンを作成する場合の目安。 

ビジョン作成から始める場合は、地区での周知に時間を要するため、1 年以上かかる場合もあると考えられる。 

※2 都市計画審議会開催のタイミングによる 

ビジョンの作成経過は、街づくり審査会に随時報告し、審査会の意見を検討に反映しながら進める。 

 

【作成】 

ビジョンの検討・

作成 

 

 

 

・集まった地区の住民、活動団体等で、今後地区で取組みたい活動を挙げてい

き、それを束ねることで浮かび上がった地区のまちづくりの方針、目標を「ビ

ジョン」としてまとめる。 

・ビジョン作成プロセスを通じて、地域の仲間づくりにつなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周知：（仮）街づくり交流会での検討状況についてニュースを作成し、地区内

に配布・掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告②： 

ビジョン

作成後 

・ビジョ

ン 内 容

の報告 

 

STEP１：話し合い開始 

・集まったメンバーで今後、地区内で取組

みたいこと、実現したいことを出し合う。 

 

STEP２：ビジョンの作成 

・地区内で取組みたいことを束ねていく中

で、浮かびあがった地区の街づくり方針

や目標を「ビジョン」としてまとめる。 

※数回のワークショップ形式とするなど、でき

る限り短期間で、ビジョンのテンプレートに

従い容易にビジョンを作成。 

※コアメンバーで運営できない場合は、市から

委託を受けたコンサルタント等が会の運営を

支援しながら話し合いを進める。 
 

ベンチを置い
て休憩・・ 

公園を活用 
・・・ 
 

空き家で地域
の居場所・・ 

地区の目標 

方針１ 

方針 2 

方針 3 

公園を自分達
で活用したい 
 

空き家を活用し
て地域の居場所
をつくりたい 

ベンチを置い
て休憩場所を
つくりたい 

ビジョン完成 

【団体ヒアリングより】 

・ビジョンの内容を揃えるなど、地域間でバランスを

とることは不要。地域により特色があるのがよい。 

【団体ヒアリングより】 

・検討は、プレイヤーになる人にやる気になってもらう

ため、市主導で進めない方が良い。 

【団体ヒアリングより】 ビジョン作成メンバーについて 

・地区協議会などの既存のコミュニティ団体ではなく、主体的に活動できるメンバーを自分達で集めて構成したい。 

・町内会・自治会の区域で検討するのは良いが、検討メンバーの中心が町内会・自治会になることは検討が必要。 

・ビジョン検討の声がけは地区協議会などの既存の組織を活用すべき。これまでない組織を立ち上げることにはしたくない。 

・地区住民だけでなく、民間企業や大学なども巻き込み、多くの人が参加できることが望ましい。 

【団体ヒアリングより】 

・ビジョン作成の時間が短すぎるのでは。ビジョン作成

後、様々な活動を進めていくためにも、地域でビジョン

が共有され浸透されているかはとても大事なこと。 


